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に、人民党が国民議会で野 議員の不逮捕特権を剥奪する は珍しいことではない。同党は二〇〇三年七月 第三期国 議会議員選挙（以下、二〇〇三年総選挙）で一二三議席中七三議席を得て大勝し
に焦点を当て、同党による反対勢力の取り込み・分断過程を詳細に検証する。具体的には、議会の実質的な議事運営を担う国民議会常任委員会と九つの委員会を支配し、国民議会の定足数 ついて規定した憲法の条項と、 手続きを定めた国民議会内規を自らに有利な内容に改変するこ で、人民党が国民議会を意 ままにコントロールしたことを明らかにする。●フンシンペック党の取り込み　
人民党は二〇〇三年総選挙で七





















各委員会から 排除である。ム・ランシー党は一五議席を獲得した第二期国民議 （一九九八～二〇〇三年）において、委員長ポストひとつと の委員ポストを得ていた。しかし二〇〇三年総選挙で二四議席に躍進したにも








会臨時会は、野党議員不在のなか、定足数を総議員の一〇分の七（＝八七人）から五分 三（＝七四人）に削減した。これにより、サム・ランシー党全議員が欠席しても、人民党全議員に加えてフンシ ペック党員がひとりで 出席すれば、人民党は本会議を開催できるようになった。
　
第四は、野党の発言機会に制限



















ポスト配分数 CPP 7、FUN 5 CPP 7、FUN 3、SRP 2









第１委員会 ● CPP 4、■ FUN 3 ● CPP 4、■ FUN 3、SRP 2
第２委員会 ● CPP 4、■ FUN 3 ● CPP 4、■ FUN 3、SRP 2
第３委員会 ● FUN 4、■ CPP 3 ● FUN 4、■ CPP 3、SRP 2
第４委員会 ● FUN 4、■ CPP 3 ● SRP 2、■ CPP 3、FUN 4
第５委員会 ● FUN 4、■ CPP 3 ● SRP 2、■ CPP 3、FUN 4
第６委員会 ● CPP 4、■ FUN 3 ● CPP 4、■ FUN 3、SRP 2
第７委員会 ● CPP 4、■ FUN 3 ● CPP 4、■ FUN 3、SRP 2
第８委員会 ● CPP 4、■ FUN 3 ● CPP 4、■ FUN 3、SRP 2






















駆け引きのもと、前記の憲法改正が二〇〇六年三月に実施された。同時に、本会議 定足数 関する憲法と議会内規の条項が再び改正され、定足数は五分の三（＝七四人）から過半数（＝六二人）に削減された。これにより、野党が審議を拒否しても 議会の過半数を占める人民党は単独で本会議を開
催し、通常の法案を可決できるようになったのである（憲法改正や不逮捕特権の剥奪など総議員の三分の二以上の承認を必要とする議案の定足数は三分 二） 。　
さらにこの時、議会内規の改正


























た二〇〇八年総選挙の結果は 一二三議席中、人民党が三分の二を上回る九〇議席を獲得して圧勝した。二〇〇七年地方選挙で躍進したサム・ランシー党は 前回比二議席増の二六議席にとどまった。初めて選挙に参加した人権党は、三議席を獲得して第三党となる健闘をみせた。ラナリット党とフンシンペック党は、二〇〇七年地方選挙に続く惨敗となり、二議席ずつしか獲得できなかった。この結果は、人民党による 会工作が効果的に機能したこと 示している。●おわりに　
以上のように、人民党は第三期
国民議会において議事運営手続きを自らに有利なもの 改変 つつ、前半期はフンシンペック党を取り込む一方でサム・ランシー党を排除した。しかし二〇〇六年の憲法改正では一転して党を取り込み、後半期にはフ シンペック党の排除と分断を図った。政治状況に応じて取り込みと分断の対象を巧みに変えるこ で、人
民党は明示的／潜在的な反対勢力を分断し、その一部を取り込み、選挙に向けて自らに有利な政治環境を構築したのである。　
フンシンペック党の弱体化が一






 山田裕史「カンボジア人民党の体制維持戦略――議会を通じた反対勢力の取り込み・分断と選挙への影響――」 （山田紀彦編『独裁体制における議会と正当性――中国、ベトナム、ラオス、カンボジア――』日本貿易振興機構アジア経済研究所、二〇一五年）一四一 一七六ページ。
